


平安～鎌倉時代までこの地は奥山荘と
呼ばれる荘園でした。

地 賛

承 知

地 賛

承 知

さらりとおさらい“中条”の歴史

荘園とは、土地の支配者が税金を逃れる
ために貴族や寺社に寄進した土地です。

では、誰に寄進されたのか？

はっきりした資料のあるところでは、
奥山荘は摂関家の長藤原忠実の娘の所領
言われています。藤原氏の本家です。



藤原忠実は大河ドラマ「平清盛」では
國村隼さんが演じていました。

地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

摂政・関白・太政大臣
を歴任したエリート中
のエリート



その後、武士の世になり、奥山荘は、
越後平氏、城氏が治めます。

地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

板額御前はその一族。
銅像は見慣れていると
思うので・・・
明治時代の浮世絵です。
月岡芳年画
板額御前は歌舞伎の世
界でも「板額女」とし
て有名



城氏は、建仁元年（１２０１年）鎌倉
幕府に対し反乱を起こしますが、あえ
なく敗北。滅亡してしまいます。

地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

城氏の後にやってきたのが三浦和田氏。

鎌倉幕府の有力御家人。

←こちらは三浦和田氏の長
和田義盛。

奥山荘に地頭として赴任し
たのは、弟の和田宗実。



和田宗実の２代後の和田時茂の時代、１３
世紀の後半所領を孫ら３人に分割します。

“中条”の歴史

胎内川より北側

その間の土地を

嘉平山と小鷹神社
を結んだ線の南

北条
（きたじょう）

中条
（なかじょう）

南条
（みなみじょう）

同時にこのように土地を名づけました。

ときもちむねざね



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

嘉平山

小鷹神社

北条

中条

南条

→黒川氏

→中条氏

→関沢氏

その後、中条氏と黒川氏は上杉氏に仕え、会津移封となる
１５９８年まで３００年以上この地を納めました。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

奥山荘歴史館がある江上舘跡は中条氏の館跡。

南条 →関沢氏

この場所は、城ではなく館跡で政庁・交易の中心とし
使われていたと考えられています。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

奥山荘歴史館にある江上館跡の出土品を見ると

宋代の青白磁の壺

美濃焼の茶碗
茶入れ・水差し

美濃焼の香炉・花瓶

唐物天目茶碗、白磁の茶碗・皿

青磁・白磁の皿

青磁の皿、白磁の杯



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

中世の遺跡でこれだけの出土品は出るのは
非常に珍しいそうです。

室町時代は交易の中心都市であったことが
伺われます。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

江上舘跡は使われるのは室町時代の頃まで。
戦国時代は鳥坂城とその麓の城が使われます。

有事の際は鳥坂城を使い、平時は羽黒の館を
使用していた。山城と麓の居住地一体化する
こと根小屋式という。猫山はその名残か？



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

ちなみに、この中条氏は上杉氏が会津、米沢
に移封されるのに同行しており、現在も米沢
に子孫が住んでおります。

大輪寺は中条氏の中条藤資の開基とされ、
藤資を供養する五輪塔がある。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史

昭和４５年に中条藤資の４００回記念祭に
子孫の３６代目中条仁氏が訪れています。

南都屋前、左隣は若き日の熊倉信夫町長。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“中条”の歴史
江戸時代に入ると村上藩領と幕府が
入り乱れた統治が行われます。

天保国絵図（1830年代）現在の地名も見受けられる。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の誕生

江戸時代初期に全国各地で街道の整備が行わ
れます。参勤交代で使う道の整備。一里塚（約
4kmごとの旅の道しるべ）も整備されます。

中条宿の一里塚のあった場所と言われる
水澤化学前のお地蔵様。国道７号水沢交差点。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の誕生

宿場とは、もともとは駅伝のタスキの受け
渡し場所のようなもの。

緊急連絡のための馬、飛脚を準備しておく場
所。非常時にはリレー形式で人・物・情報を
運びました。

それが旅人の宿泊場所にな
り、人や物の集まる場所に
なり町が大きくなりました。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の誕生

中条宿では、元和4年(1618年)村上藩主堀直奇に
よって人馬の整備がすすめられました。
最初は、藩主の印を受けたものしか使えなかった
そうです。

長岡市蔵王堂城の堀直寄像



“宿場町中条”の発展地 賛

承 知

地 賛

承 知

米沢街道
現在の７号と１１３号

羽州街道(庄内通り）
北国浜街道とも
(北国街道の延長)
現在の３４５号

脇街道
（築地街道）

脇街道

脇街道

街道が整備されると中条宿は
米沢街道と羽州街道(脇街道)の
が交わりさらに発展した。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿
東講商人鑑（安政２年） 会員向けの旅行雑誌

東講の会員はここに載っている宿は安く泊まれた。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿
東講商人鑑（安政２年）会員向けの旅行雑誌の類

現在にも繋がる本町通りの姿が見ることができます。
上町、中町、下町、通称荒惣の松こと住吉神社の松
新栄町のオクマン様こと熊野権現、元警察署の地蔵堂
延喜式内石井神社と書かれた熊野若宮神社もあります。
軒を連ねた店の裏に蔵がある形は、現在とほぼ同じです。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿
東講商人鑑（安政２年）会員向けの旅行雑誌の類

カツラヤさん、小西屋さん、
西屋さん、元肴屋さんなど、
現在でもあるお店が名前を連
ねております。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿

宿場町中条の発展を象徴するのが三八市

現在でも６０店ほどが出店している。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿

三八市の設立の経緯は２つ説があります。

【説その１】
正徳３年（１７１３年）上町の酒屋・渡辺嘉
藤治、中町の酒屋・小野宋四郎、下町の酒屋・
須貝太郎左衛門の３人によって開設された。

この酒屋は、単にお酒を売っている店で
はなく、土倉（質屋・金融業）や、流通
業や通信業も行う、現代の総合商社のよ
うな存在です。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿

【説その２】
元禄年間（１６８８～１７０３年）に大庄屋
佐藤彦五郎によって開設された。

どちらの説にしても、元禄年間（1688年）
から宝暦６年（1756年）までの間に開設さ
れたことになります。

公の文書に中条市の存在か記されるの宝暦６
年（１７５６年）「越後名寄」が最初です。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

“宿場町中条”の姿

その後町の発展と共に市も大きくなり、
大正５年には３５０店の出店があったと
新潟県統計書に記録が残っています。

３５０店舗とは、全国最多の輪島の
朝市を軽く上回る数字です！



市役所

中条中学校

中条高校

胎内警察署

中条グランドホテル

内山大鍛冶屋

彦五郎街道の彦五郎さんです。

地 賛

承 知

地 賛

承 知

市を興したとされる一人の佐藤彦五郎

先ほど登場しましたが、謎の多い人なので、
この人で問題を出したいと思います。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

第７問

彦五郎編

大人の胎内検定



第一管工さんの踏切は
彦五郎踏切という名前です。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



それでは、彦五郎さんが
どんな人か知っていますか？

名前は聞いたことがあっても
何をしたかよくわからない人物

謎の有名人
佐藤彦五郎に迫ります！

地 賛

承 知

地 賛

承 知



彦五郎について

本名は、佐藤彦五郎宗政

生年は不明ですが、今から３００年以上
前の江戸中期元禄時代頃を生きた人です。

当時の本郷村、現在の胎内市本郷町に住
み、村の大旦那・大庄屋だったと言われ
ています。

残念ながら肖像などは伝わっていません。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



佐藤彦五郎の業績

１ 彦五郎街道を作った！

先ほどの彦五郎街道はやはり
彦五郎が作ったものでした。

彦五郎が領主の送迎のため、自宅前
から羽黒の観音様まで整備した道路
と言われています。

しかし本郷のどこに彦五郎の家があっ
たかは分かっていません。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



佐藤彦五郎の業績

１ 彦五郎街道について

彦五郎さんが作った当初道幅は８間１４．５
６ｍあった！現在が約８ｍほどなので、今の
２倍近い道路幅だった。

８ｍ

１４．５６ｍ

地 賛

承 知

地 賛

承 知



佐藤彦五郎の業績

２ 若宮神社を現在の場所に移した。

若宮神社は当時、石真河原常楽地（現在の西本
町）にあったが、彦五郎の発願によって元禄３年
（１６９０年）現在の場所に移されました。

※この社殿は寛政元年（１７８９年）に改築されたもの

地 賛

承 知

地 賛

承 知



佐藤彦五郎の業績
地 賛

承 知

地 賛

承 知

私財で①常設市を興し、②道路を
建設して、③神社を移築するとは、
とんでもない大金持ちだと思われ
ます。

その後の彦五郎さんがどうなった
か？それが問題です。

この問題は相談なしでお願いします。



地 賛

承 知

地 賛

承 知

第７問

彦五郎編

大人の胎内検定



地 賛

承 知

地 賛

承 知

その後彦五郎は
どうなった？

大人の胎内検定



その後の彦五郎
地 賛

承 知

地 賛

承 知

Ａ 旗本に取り立てられ
日野に移り住んだ。

宝暦３年（１７０６年）将軍綱吉の側
用人柳沢吉保の四男で初代黒川藩柳沢
経隆の口利きで、旗本に取り立てられ、
日野に移り住む。その後代々佐藤彦五
郎を名を継いだ子孫は新撰組の局長近
藤勇の支援者となった。



その後の彦五郎
地 賛

承 知

地 賛

承 知

Ｂ領民に訴えられ裁判の結果
財産没収の上斬首となった。

元禄１０年(１６９７年）２８カ村の領民の連
名で、彦五郎の長年の悪徳政治の改善を
求める訴状が村上藩主に提出された。裁判
の結果領民の訴えが認められ、佐藤彦五
郎は、財産没収の上、一族もろとも斬首。
佐藤家は絶えてしまった。



その後の彦五郎
地 賛

承 知

地 賛

承 知

Ｃ疱瘡(天然痘)にかかりあっ
けなく病死した。

正徳３年(１７１３年)疱瘡を患い１２日後に死
亡。彦五郎の遺言で葬儀などは一切行われず、
善良寺に埋葬された。その後、彦五郎を慕う領
民は、彦五郎供養と疱瘡除けの石碑を町内各
地に刻んだ。西条の神明社、小船戸、鴻ノ巣稲
荷神社、十二天神社、山屋観音など各地に疱
瘡神が祭られている。



その後の彦五郎
地 賛

承 知

地 賛

承 知

Ｄその後も順調に商売を続け、
現在でも子孫が残っている。

その後も宿場町中条町の発展に尽くした。
本郷村の大庄屋を続けていたが、明治期
に現在の大川町に転居。明治１４年、淡
島神社を現在の場所に遷座する際に、私
財を投じて尽力した。子孫は現在でも国
道７号線沿いで総合商社営んでいる。



その後の彦五郎はどうなった？
地 賛

承 知

地 賛

承 知

順調に商売を続け、現在
でも子孫が残っている。Ｄ

Ａ
Ｂ
Ｃ疱瘡(天然痘)にかかりあっ

けなく病死した。

領民に訴えられ裁判の結果
財産没収の上斬首となった。

旗本に取り立てられ
日野に移り住んだ。



まもなく、制限時間です！

解答を記入して下さい。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



第７問

その後の彦五郎はどうなった？

Ａ or Ｂ or Ｃ or Ｄ？

地 賛

承 知

地 賛

承 知



その後の彦五郎は・・・

地 賛

承 知

地 賛

承 知



その後の彦五郎は・・・

地 賛

承 知

地 賛

承 知



正解者は、成績表に、スタッフ
からスタンプを押してもらってく
ださい！

不正解の方は、少々お待ちくだ
さい。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



彦五郎街道を作って、若宮神社を移設し、
三八市を開設するという、町の発展に非常
に貢献した佐藤彦五郎ですが・・・

その後の佐藤彦五郎は？

領民から訴えられました！

地 賛

承 知

地 賛

承 知



その後の佐藤彦五郎は？

元禄１０年(１６９７年）２８カ村の惣百姓の連
名で、彦五郎の長年の苛政の改善を求める３
３項目の訴状が村上藩主に提出されました。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



その後の佐藤彦五郎は？

そして佐藤彦五郎に非があるとされ・・・

一族郎党みな処刑されたそうです。

その結果・・・

地 賛

承 知

地 賛

承 知



その後の佐藤彦五郎は？

なんと彦五郎街道沿いにあります。

処刑されたとされる場所が、六地蔵

地 賛

承 知

地 賛

承 知自分の作った街道で斬首されるとは！



しかし、あまりの悲劇性からか、あるい
は無実の罪だったからなのか、長い間
中条ではこの話題に触れるのはよくな
いとされてきたそうです。

今となってはあまりに昔のことですので、
本当に一族皆殺しに会うほどの大罪だ
ったのか、わかりません。

そして実際、中条町史にも「この話題に
触れるのはタブーである」と書かれてい
ます。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



彦五郎踏切で首なしの人を見た！とか

陸橋から飛び降り自殺が多いのは彦五郎
さんが呼んでるからだ！など

彦五郎さんにはさまざまな都市伝説があ
りますが、タブーなのでこれ以上は詮索し
ないでおきましょう。

地 賛

承 知

地 賛

承 知



次の問題の準備
をしています！


